
導入校が増加中！ 5ラウンドシステムの最前線

 「Sherpa 特別セミナー 5ラウンドシステム実践校大集合」
日時：2017年８月10日（木）　場所：市ヶ谷大郷ビル5階

　セミナーでは「5ラウンドシステム」の解説

からスタート。この学習法は西
にし
村
むら
秀
ひで
之
ゆき
先生（横

浜市教育委員会 国際教育課）が横浜市立南高等

学校附属中学校に勤務していた頃に考案したも

の。英語学習の初期段階において，多くの英語

を聞かせること，何度も言語材料に触れさせる

ことが大事なのではないかという思いから，教

科書の全ユニットを4～5回繰り返して学ぶ5

ラウンドシステムを考え出した。教科書の本文

をリスニング，音読，リテリングなど，学習の

重点項目を変えてスパイラルに学ばせる。繰り

返し教科書の本文に触れさせることで定着をは

かり，最終的には，生徒たちがその英文を自在

に操って自己表現できることを目標としている。

　実際に5ラウンドシステムを行っている3校の

実践例が紹介された。いずれも，学校の実態に

合わせて，よりよい方法を探りながら進めてい

る。

　「自分の言葉で自己表現できる生徒の育成」を

英語科の目標に掲げている。

　5ラウンドシステムでは，教科書の本文を聞く

・読む・書く量が圧倒的に多いため，生徒たち

に教科書本文を自己表現で使えるレベルまでに

染み込ませることができる。

　基本的に5ラウンドシステムでは，文法項目

は使わせながら確認していく。文法をじっくり
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と説明したくなる場面もあるが「我慢する」姿

勢が大切。また，保護者の理解を得ることにも，

心を砕く必要がある。

　5ラウンドシステムの先駆けとなり，他校の

視察も多いが，皆一様に生徒たちの発話の多さ

に驚くという。このシステムを導入して6年目。

生徒たちの「伝えたい姿勢」「伝えられる力」

が着実に育まれている。

　平成26年度に研究指定校となり，5ラウン

ドシステムを導入。これまでの授業を振り返り，

「インプットの量とアウトプットの場面を増や

すこと」に留意して，授業改善に取り組んだ。

授業ではペア学習などを多く取り入れ，生徒ど

うしで気づき，発見する活動を重視。「教師が

いかに上手く教えるか」から，「生徒がいかに

独力で学習する場面を与えるか」という発想の

転換が必要だという。

　こうした取り組みの成果は，英検3級レベル

以上の力がある生徒が77.1％という数値が示

している。熊谷市では，平成28年度から市内

の全中学校でこのシステムを取り入れた。

　県立の中高一貫校。英語の授業では，説明時

間が長く，読む機会が少ないなどの課題があっ

た。授業方法を模索していたところ，5ラウン

ドシステムに出会い，まずは中学1年生の授業

で「プチ・ラウンドシステム」を導入。これは，

2つのユニットを5回学習したら，次の2ユニ

ットに移り5回繰り返す，というもの。ここで

手応えを感じ，中学2・3年生，さらには高校の

授業へ。高校の導入でも5ラウンドシステムは

有効であると感じている。何度も繰り返し学ぶ

ことで自然と英語力が身についていくことを，

生徒たち自身も気づくようになっていった。

　セミナー終盤は，金
かな

谷
たに

憲
けん

先生（東京学芸大学

名誉教授）がファシリテーターとなり，実践校

の先生方と，参加者とのディスカッションが行

われた。参加者からは，指導に関する具体的な

質問が数多く寄せられた。

　まだ始まったばかりの5ラウンドシステム。

試行錯誤することも多いが，「教員どうし，語

り合いながら，共通の目標に向かうことができ

てよかった」という意見は，実践校の先生方に

共通する思いなのではないだろうか。

セミナーでファシリテーターを務めた金谷憲先生。

※１年生では5回繰り返すが，
　2・3年では「音と文字の一致」を省き，4回繰り返す。
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